平成27年度 富山県固定資産評価審議会　議事概要
１　日　　時　平成28年２月18日（木）10:00～11:30
２　場　　所　富山県庁４階大会議室

３　出席委員　中村委員、服部委員、柳原委員、酒井委員、土開委員、藤田委員、
宮本委員、高山委員、佐野委員(代理：牧野 富山税務署副署長)
　　　　　　　（９名出席）
＜事務局（県経営管理部市町村支援課）＞

竹内課長、吉井係長、竹島主事、田中主事
４  概　　要

（１）挨　拶
（２）会長選出
　　　委員の互選により、会長に中村 和之 委員(富山大学教授)が選出された。
（３）議　題

　　　平成28年度の土地（宅地、田、畑及び山林）の総評価見込額及び提示平均価額(案)について
（事務局の吉井係長及び竹島主事より説明）

（３）審議結果
　　　原案どおり了承された。

＜委員からの主な意見、質疑応答＞
	【中心部と郊外の下落状況の差異について】

　　市町村別に比較すると、中心部で大きく下落している団体と郊外で大きく下落している団体があるが、その差は個別事情によるものという理解でよいか。
　

→ 一般的に、中心部はもともとの価額が高く、その分下落する余地があるということで、郊外よりも価額が落ちやすい傾向にあるが、市町村の個別事情により、下落
状況にある程度差が生じる場合もあるものと考えている。
【地価水準と平均価額との乖離について】

　　市町村別の比較では、地価水準と平均価額の水準が一致していない部分があるように見受けられるが、どのように考えているか。例えば、一般的には富山市の宅地の
地価水準は他の市町村と比較して高いと考えられるが、平均価額でみると高岡市よりも低くなっている。
　→ 平均価額は総評価見込額を総地積で割ることで求められるが、面積が大きい団体はその分価額の低い土地も多く含んでいることにより、地価水準と平均価額の水準が一致しない部分もあると考える。例えば、宅地では富山市よりも高岡市の方が平均価額が高くなっているが、これは富山市が市町村合併に伴い、価格帯の低い土地を編入したことによって分母の割合が大きくなり、平均価額が低くなっているものと考えている。
　　 その他の田、畑、山林についてもそれぞれの価格帯や面積の違いにより、地価水準とは一致しない部分もあるものと考えている。



以上
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